
 
 

慢性皮膚炎・・・ 
 
世界的に、20％以上の子
供たち、3％以上の大人たち
が慢性皮膚炎に悩まされて
おり、痒み・赤み・乾燥による
急性皮膚炎症によるアトピ
ー性皮膚炎が代表的な例
である。 
現在の療法は、局所ステロ
イドや免疫抑制などが処方
箋となって重大な副作用を
引き起こしている・・ 

ユニフラボン™は、『竹の葉』と『オウゴン(黄芩)の根』から成る、ユニークな植物由
来の原料です。 
ユニフラボン™の主な効果は、慢性炎症による肌の炎症を和らげる効果を証明し
ています。この独自開発によるユニフラボン™は、マスト細胞(肥満)からのヒスタミン
放出を確実に抑制し、肌の炎症を効果的に抑制します。局所ステロイドのような
副作用はありません。 
 
 

 ヒスタミン、ロイコトリエン、肌の炎症物質を抑制する効果を臨床的に確認 
 肌の水分蒸散、乾燥肌に対する、肌水分のバリア機能の保持 
 豊富な、in vitro試験、ヒト試験 
 関連特許 

抽出物名：  
 植物学名 Phyllostachys edulis leaf [フィロスタチスエデュリスエキス(孟宗竹)] 
 有効成分 イソオリエンチン 
 
抽出物名： 
 植物学名 Scutellaria baicalensis root [オウゴン根エキス] 
 有効成分 バイカリン 

☞ in vitro試験による明らかなヒスタミン抑制効果!! 
☞ ２週間での TEWL(経皮水分蒸散量)軽減効果!! 
☞ ヒト試験による、赤み・乾燥・痒みの軽減効果!! 
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Uniflavon™  ユニフラボン 

敏感肌用化粧品原料 

主要原料 

～ 健康な肌を取り戻す ～ 



 
 

ユニフラボン 【Uniflavon™】 
フィロスタチスエデュリスエキス、オウゴン根エキス 
PHYLLOSTACHYS EDULIS EXTRACT、SCUTELLARIA 
BAICALENSIS ROOT EXTRACT 
ヒトパッチテスト、皮膚腐食性刺激性試験、BCOP試験 
1~3% 
ジェル、ローション、クリーム、乳液、マスクなど 
5KG 
製造後、未開封 2年間 
UNIGEN (ユニジン社 : アメリカ) 

並行的に医薬品のアスピリン(抗炎症薬)とクロモリン(抗アレルギー薬)も同様の試験を行
い、それらよりもユニフラボンの方が高い効果が得られました。 

国内総代理店 
 株式会社ティーエストレーディング 

〒104-0041 
東京都中央区新富 1-9-9 

新富 3T ビル 3F 
TEL:03-3553-2201 
FAX:03-3553-2202 
MAIL:info@tsti.co.jp 
URL:www.tsti.co.jp 

Uniflavon™ 

ユニフラボン 

in vitro 試験：肥満細胞を用いたヒスタミンとロイコトリエン抑制効果 
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rev.2.0 

ユニフラボン 2%を配合したクリームを 4週間塗布し、
『紅斑、浮腫、毛細血管出血、擦りむき、苔癬化(皮
膚の硬化)、乾燥肌』を観察し著しく改善効果が見ら
れました。皮膚の TEWL(経皮水分蒸散量)も抑えら
れました。 
また、アンケート調査では、『かゆみ、寝不足、出血、
にじみの出血、皮膚の硬化、擦りむき、乾燥肌』の全
ての項目において改善が見られました。 

in vivo 試験：アトピー性皮膚炎患者による評価 
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男女 20名（大人 12名、子供 8名）のアトピー性皮膚炎患者を対象に、ユニフラボン
を配合したクリームを患部に朝晩２回ずつ、14日間塗布し、TEWL(経皮水分蒸散量)
とアンケートによる皮膚症状の改善効果を確認し、著しく改善効果が見られました。 

in vivo 試験：アトピー性皮膚炎患者による評価 

ユニフラボン 2%添加 

8

8.2

8.4

8.6

8.8

9

9.2

9.4

0日目 7日目 14日目

TEWL(経皮水分蒸散量)

0

2

4

6

8

火照り 乾燥肌 かゆみ

アンケートによる皮膚の改善効果
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